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死後のケアに対する看護師の基本的技術・儀礼的行為・思いに関する実態調査

一経験年数・ケア件数別に比較して－
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Ｉ．はじめに

当院における死後のケアは､従来の我が国古来の慣

習を取り入れた内容をマニュアル化し､看護技術とし

て指導を行なっている。私たち医療者は、日常的に人

間の死を体験し､専門的な関わりから援助を積み重ね

ている。しかし､遺体を整える方法や知識には幅があ

り、マニュアルの捉え方も様々である。これまで死後

のケアについて､看護師の思いや死生観などの実態調

査はされているが､死後のケアの技術検討についての

報告は少ない。また近年､死後の処置に対しての諸料

金規定が認められるようになったことから、更なる質

の向上が必要と考えられる。

に配慮した。

Ⅳ、結果

１．アンケートの回収は397名(回収率90.2％)で､性

別では、男性９名、女性388名であった。平均経験年

数は、10.12±6.00年(lから29)であった。診療科別

では、外科148名、内科102名（中央診療部58名、

その他89名であった。

２．基本的技術と儀礼的行為について

①1年毎の経験年数別にみた基本的技術と偽礼的行為

の平均得点をみると、基本的技術においては６点満点

中8～9年目に1～1.4点と低く、２２年目以降は1.3～

５点と得点の差がみられた。全１本の平均点は２．３(±

0.8)点であった。（図ｌ）儀礼的行為においては、５

点満点中全体の平均点は2.4(±0.58)点で､28年目以

降は1～2.4点と低い得点であった｡(図2）経験年数

と基本泊勺j支術･儀礼的行為については、全ての項目で

有意差はみられなかった。

②院内の研修対象年数別にみた基本的技術と儀礼的

行為の平均点をみると、基本的技術において１番高い

のは21年目以上で2.2点､１番低いのは１年目で1.3

点であった。（図3）儀礼的行為において１番高いの

は１１～20年目で2.8点、１番低いのは4～１０年目で

1.9点であった。（図4）

③死後のケア件数別の人数では､１０回未満170名、１０

～19回106名、２０～29回68名、３０回以上70名であ

った。基本的技術のケア件数目Ｉ平均点は、１０回未満

１．５点、１０～１９回2.5点、２０～29回2.0点、３０回以

上2.5点であり(図5)、ケア件数10回未満と１０回以

上、３０回以上に有意差がみられた。

④|義礼的行為のケア件数511平均点は、１０回未満２．５

点､１０～１９回1.8点､２０～29回2.8点､３０回以上2.9

点であり(図6)、ケア件数１０回未満と１０回以上、３０

回以上に有意差がみられ、１０回未満と２０回以上では

有意な傾向がみられた。

⑤死後のケアの平均経験回数は１年目３．４回、２年目

4.7回、３年目６．５回、４～10年目１２．９回、１１～20年

目１７．３回、２１年目以上20.6回であったＯ

⑥死後のケアの指導については､職場の先輩が339名、

Ⅱ目的

死後のケア時における基本的技術の習得状況､儀礼

的行為、思い等の実態を明らかにし、死後の処置の質。

向上と看護師の指導に役立てる。

Ⅲ．研究方法

１．期間：平成17年６月～9月

２．対象：当院看護師440名

３．データ收集：死後のケアについては､選択的回答

形式と自由記述式用紙を作成し､看護師の思いについ

ては半構成質問用紙を用い調査した。

４．データ分析：基本的技術６項目(義歯の入れる時

期・綿の詰め方・綿の詰める順番・綿を詰める体位・

ロの閉じ方・眼の閉じ方)と儀礼的行為５項目(着付

け・紐の結び方・手の組み方・死化粧の理由．白い布

の意掬を得点化して､１年毎の経験年数別と院内の研

修対象年数別､死後の処置の件数別に集計し、得点の

平均値の差を一元配置分散分析法で行い､有意差があ

った場合多重比較をExcelで統計処理をおこなった。

ｐ＜０．０５を有意差ありとした｡看護師の思いについて

は内容の910を３つにカテゴリー化した。

５．倫理的配慮:研究の主旨と方法､得られた`情報の

守秘､研究途中でも中止は可能なこと、研究に同意な

くても本人の不利益にならないことなどの書かれた

研究同意書にて同意を得た｡個人が特定されないよう
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学校教育31名、院内マニュアル２名、書籍４名であ

った。

３．看護師の思いについて

「死後の処置についてどのように考えるか」では、

患者への最後の看護処置183名、儀ﾈL的行為68名。

医学的･看護的目的19名であった。（表l）「初めて死

後の処置をした時の気持｣では､死者に対して漠然と

した怖さを感じた80名、死者に対して敬虐な気持ち

77名、生と死のあまりの違いに不安になった38名、

最後のケアができたという満足感１名であった。（表

2）「死後のケアに対してどのような気持ちで接する

か｣では、常に敬虐な気持ちになる176名、最後のケ

アができ満足４４名、死者に対して漠然とした恐さを

感じた４名であった。「現在のケア以外にしてあげた

いこと」では、家族の希望に添ったケア１８名、洗髪

16名､入浴１０名であった。「現在のエンゼルセットに

ついての意見」では、化粧セットがほしい４１名、綿

が多い39名、顔のガーゼが貧弱13名、紙おむつのサ

イズが選べると良い11名であった。「処置料に見合っ

たケアを行なっているか｣では､見合っている69名、

処置料がいくらか知らない64名、見合っているとは

思わない20名、分からない51名であった。

導は､マニュアルよりその場で先輩から指導を受ける

ことが大半である為先輩の役割は重大であり、その場

での死後の処置を振り返ることが重要と考えられる。

死後のケアに対する看護師の思いに関して､藤腹は

「死後の処置は死の転帰をとった患者に行う看護者

の最後の看護行為である」２)と述べているように､今

回の調査でも「患者への最後の看護処置」と答えてい

る人が183名おり、死後の処置を看護行為と捉えてい

る人が多いことは､看護専門職としての意識の現われ

と考える。

初めて死後の処置をした時、「死者に対して漠然と

した怖さを感じている」と８０名が答えているが、経

験を重ねていくことで、「最後のケアができて満足」

と変化がみられている。これは、生前からの患者様と

の良い関わりにより思いを込めた処置ができるよう

になることでの気持の変化と考える。

「人の命を看取ることは､観念的な知識と技術だけ

でなく、人間的な成熟がなければ難しい」３)といわれ

ているが､死後のケアを通して単に身体の整容だけで

なく、家族への悲嘆援助､死生観を育む看護師の成長

の場であり、新人教育においても重要なこととして捉

えていくことが大切であると考える。

院内のエンゼルセットに対する意見に、「化粧セッ

トの充実」を４１名が揚げており、死化粧への関心の

高さが伺える。メイク用品の充実と死化粧の技術の向

上が必要と思われる。
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Ｖ、考察

死後のケアは､経験年数の多いほど基本的技術や儀

礼的行為がおこなえていると予想していたが､結果は

経験年数と基本的技術や儀礼的行為には有意差はな

く、経験年数に関係ないことが分かった。そして得点

も低く知識や技術不足であることが分かった。このこ

とは、死後のケアは患者にとって一度きりのことで、

振り返ることの少ない処置であり、技術検討が十分行

われず、向上の機会が少ないためだと考えられる。ま

た､新人教育においても死後のケアに関し､事務的手

続きについては評価されるが､具体的な処置について

は評価がされてないことが原因ではないかと考える。

儀礼的行為に関しては、その意味も理解しないで、た

だ先輩から指導を受け、「昔からこうしているから」

というように捉えていることが多いと思われる｡小林

は｢儀礼的行為は、亡くなった人の安らかな旅路を願

う意味でも古来より伝わる作法を継承していくこと

は重要である」３)と言われており、今後継続教育や研

修の機会を持つことが必要と思われる。しかしケア件

数が多いほど基本的技術も儀礼的行為も得点が高い

ことから、経験を重ねることで看護師の知識･技術の

向上がみられていることが分かった｡死後のケアの指

Ⅵ結論

死後のケアにおける基本的技術と儀礼的行為につ

いては､経験年数には関係なかったが、ケア件数が多

いほど正しく行なえていることが分かった。しかし、

基本的技術と儀礼的行為の修得は十分でないため､新

人からの教育が必要と考える。
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図７儀礼的行為と基本的霜鰹技術の正答率

ように考えていますか
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１８３患者への最後の看護処置
６８

１４医学的･看護的目的

医学的に必要な処置
３１

３０８

Ｅ２タピイ宏沁

初めての気持ち(人数） その後の気持ち(人数）

－１５２－

表１あなたは死後の処置についてどの

表２死後の処置をした時の気持ちの変化

人数
１ 毒： ↑への最後の看護処

言

1８３

２ 義；

Ｐ
ｂ

J的行為 6８

３
万
＝̄ |学的･看護的巨 的 1４

４ 蘆 :習的行為 ７

５ 三|学的に必要な処置 ５

６ その他 3１
△､畳
ロロ

■■

308

初めての気持ち(人数） その後の気持ち(人数）
１ 死者に対して漠然とした’布さを感じた 8０ ４

２ 死者に対して敬虐な気持ちになる 7７ 1７６

３ 牛レム万Eのお主1Jの違いにフご安になった 3８

４ いやなことだが仕事だからしかたがない ４

５ 死後の処置ＩＥ :避l弓卜たい ２ ４

６ 最後のケアができたという満足感 １ 4４

７ 自分の死について考える ３

８ 特ヌ 可も感じない ３

９ その‘ ｔ

■
■
。
】 1１０ 5６

合計 ３１２ 290


